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画・西澤勇司

避
難
所
に
組
み
立
て

ら
れ
た
簡
易
ト
イ
レ

オ
フ
ィ
ス
環
監
未
来
塾
の
Ｈ
Ｐ

に「
能
登
半
島
地
震
関
連
の
避

難
所
・
避
難
生
活
の
衛
生
対
策
」

の
一
覧
ペ
ー
ジ
を
ア
ッ
プ
し
ま

し
た
。こ
ち
ら
か
ら➡

ル
の
フ
タ
を
外
し
、
そ
の
上

に
便
器
や
仕
切
り
用
テ
ン
ト

な
ど
を
設
け
る
。
た
だ
し
、

下
水
道
に
損
傷
が
あ
っ
た

り
、
停
電
で
ポ
ン
プ
場
が
稼

働
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と

使
用
で
き
な
い
。

　

過
去
の
使
用
の
際
、
夜
間

に
中
の
明
か
り
で
人
影
が
見

え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
現
在

は
、
テ
ン
ト
生
地
が
改
良
さ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
ま

た
、
風
に
よ
る
テ
ン
ト
の
転

倒
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、ロ
ー

プ
等
で
の
固
定
が
必
要
だ
。

④
仮
設
ト
イ
レ

　

工
事
現
場
で
使
わ
れ
て
い

る
屋
外
設
置
の
仮
設
ト
イ
レ

だ
。
最
近
で
は
、
洋
式
が
増

え
て
い
る
。
介
護
施
設
が
福

祉
避
難
所
と
し
て
使
わ
れ
る

場
合
、
男
女
別
の
ほ
か
、
誰

で
も
ト
イ
レ
の
設
置
の
検
討

が
必
要
で
あ
る
。

　

仮
設
ト
イ
レ
は
、
使
用
上

及
び
防
犯
上
、
ト
イ
レ
内
の

明
か
り
の
設
置
や
、
ト
イ
レ

ま
で
の
動
線
の
明
か
り
の
設

置
が
必
要
だ
。
冬
季
に
は
、

暖
房
の
設
置
が
可
能
か
を
検

討
し
た
い
。
風
に
よ
る
転
倒

防
止
の
た
め
、
ロ
ー
プ
等
で

の
固
定
も
必
要
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
Ｑ
＆
Ａ
を
。

Ｑ
１
：
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

と
は
何
で
す
か
。

Ａ
：
車
で
場
所
を
変
え
る
こ

イ
レ
と
同
様
な
水
分
吸
収
剤

が
入
っ
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。

実
際
の
使
い
方
は
、
ま
ず
、

し
尿
を
た
め
る
袋
と
は
別
の

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
、
便
座
の
フ

タ
を
上
げ
て
便
器
の
中
に

セ
ッ
ト
す
る
。
次
に
、
フ
タ

を
閉
め
、
携
帯
ト
イ
レ
の
袋

を
セ
ッ
ト
す
る
。
使
用
後
に

は
、袋
の
中
の
空
気
を
抜
き
、

口
を
閉
め
て
、
集
積
で
き
る

排
泄
物
保
管
場
所
に
置
く
。

②
簡
易
ト
イ
レ

　

日
常
で
は
、
ベ
ッ
ド
の
脇

に
置
く
い
す
型
の
簡
易
ト
イ

レ
が
あ
る
。
防
災
用
は
、
例

え
ば
、
段
ボ
ー
ル
を
組
み
立

て
て
座
る
部
分
を
つ
く
る
タ

　

２
０
２
４
（
令
和
６
）
年

１
月
１
日
に
能
登
半
島
地
震

が
起
き
た
。
１
月
19
日
現
在

で
、
避
難
者
数
が
約
１
万
４

千
人
で
あ
る
。
今
回
の
災
害

の
特
徴
は
、
厳
冬
期
の
寒
冷

地
に
発
生
し
て
、
被
災
地
の

５
万
戸
超
で
断
水
が
続
い
て

い
る
こ
と
だ
。

　

被
災
地
の
高
齢
者
施
設
は
、

１
５
０
超
に
な
る
と
聞
い
た
。

テ
レ
ビ
の
映
像
で
は
、
介
護

施
設
、
高
齢
者
施
設
の
な
か

に
は
、
福
祉
避
難
所
と
し
て

地
域
の
高
齢
者
を
受
け
入
れ

て
い
た
。
断
水
で
苦
労
し
て

い
た
の
が
、
ト
イ
レ
の
確
保

や
排
泄
物
の
管
理
だ
っ
た
。

　

介
護
施
設
等
が
福
祉
避
難

所
、
あ
る
い
は
施
設
の
一
部

が
自
主
避
難
所
と
な
る
こ
と

は
、
ど
の
地
域
で
も
あ
り
得

る
こ
と
だ
。
今
回
か
ら
、
２

回
に
わ
た
り
、
介
護
施
設
等

が
、
災
害
時
に
施
設
外
か
ら

人
を
受
け
入
れ
る
際
の
ト
イ

レ
問
題
を
考
え
る
。

　

災
害
時
に
は
、
能
登
半
島

地
震
の
よ
う
に
、
当
初
、
停

電
や
断
水
が
何
日
も
続
く
可

能
性
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、

避
難
所
・
避
難
生
活
の
初
期

で
は
、
備
蓄
の
携
帯
ト
イ
レ

や
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
防
災
ト

イ
レ
が
使
わ
れ
る
。

　

な
お
、
断
水
の
と
き
、
井

戸
水
、川
の
水
、学
校
の
プ
ー

ル
水
な
ど
を
運
び
、
ト
イ
レ

の
流
し
水
に
使
う
方
法
が
あ

る
。
運
ん
だ
水
を
ポ
リ
バ
ケ

ツ
に
入
れ
、
便
器
に
い
っ
き

に
流
す
。
た
だ
し
、
下
水
道

や
浄
化
槽
に
被
害
が
な
い
か

を
確
認
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。
配
管
や
下
水
道
管
に
損

傷
が
あ
っ
た
り
、
停
電
に
よ

り
ポ
ン
プ
場
の
装
置
の
稼
働

が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

と
、
便
器
に
水
を
流
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

イ
プ
だ
。
電
気
を
使
え
る
状

態
な
ら
ば
、
電
動
式
の
も
の

が
あ
る
。
排
泄
後
、
ボ
タ
ン

操
作
で
自
動
的
に
排
泄
物
の

袋
の
口
が
閉
ま
り
、
袋
が
切

り
離
さ
れ
る
。
手
を
汚
さ
な

い
で
使
用
が
で
き
る
。
簡
易

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
と
き

は
、
１
人
分
の
ス
ペ
ー
ス
を

覆
う
よ
う
な
ビ
ニ
ー
ル
仕
切

り
や
テ
ン
ト
類
が
あ
る
と
い

い
だ
ろ
う
。

③
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

　

下
水
道
管
に
接
続
す
る
排

水
設
備
の
マ
ン
ホ
ー
ル
上
に

設
置
す
る
も
の
だ
。通
常
は
、

学
校
や
公
園
な
ど
に
専
用
の

マ
ン
ホ
ー
ル
が
設
置
さ
れ

る
。災
害
時
に
は
、マ
ン
ホ
ー

　

こ
こ
か
ら
は
防
災
ト
イ
レ

４
種
類
を
見
て
い
こ
う
。

①
携
帯
ト
イ
レ

　

携
帯
ト
イ
レ
は
、
断
水
時

に
洋
式
便
器
等
に
設
置
し
て

使
用
す
る
。
携
帯
ト
イ
レ
は

２
種
類
あ
る
。
一
つ
は
、
し

尿
を
袋
に
た
め
た
あ
と
に
凝

固
剤
を
入
れ
る
タ
イ
プ
だ
。

も
う
一
つ
は
、
ペ
ッ
ト
用
ト

と
が
で
き
る
移
動
ト
イ
レ
で

す
。
一
例
で
は
、
４
つ
の
個

室
が
あ
り
ま
す
。
各
個
室
に

洋
式
便
座
が
設
置
さ
れ
、
水

洗
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個

室
内
に
手
洗
い
場
所
が
あ
り

ま
す
。
能
登
半
島
地
震
被
災

地
で
使
わ
れ
て
い
る
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
は
、
１
台
あ
た

り
１
３
０
０
回
分
の
使
用
が

で
き
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
。ト
イ
レ
の
下
部
に
は
、

排
泄
物
を
た
め
る
タ
ン
ク
、

手
洗
い
や
便
器
の
流
し
水
に

使
う
水
を
た
め
る
タ
ン
ク
が

あ
り
ま
す
。

　

タ
ン
ク
が
排
泄
物
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
と
き
は
、

い
っ
た
ん
車
を
移
動
し
て
、

し
尿
処
理
場（
下
水
処
理
場
）

へ
排
泄
物
を
運
び
ま
す
。
そ

の
あ
と
、
水
を
補
給
し
て
、

被
災
地
へ
戻
る
の
で
す
。
上

下
水
道
が
使
用
可
能
な
状
況

に
な
れ
ば
、
常
設
の
形
で
、

現
場
で
水
を
補
給
し
な
が

ら
、
排
水
を
下
水
道
へ
流
し

て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

あ
る
防
災
団
体
が
、
全
国

の
１
７
０
０
超
の
各
自
治
体

が
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を
持

ち
、
災
害
時
に
被
災
地
へ
集

ま
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。
い
ま
全
国
で
約
20
台

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
：
ト
イ
レ
の
備
蓄
は
ど

の
く
ら
い
必
要
で
す
か
。

Ａ
：
介
護
施
設
で
の
備
蓄
を

考
え
て
み
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
３
日
分
の
備
蓄
が
基
本
で

し
た
。
最
近
で
は
、
自
治
体

に
よ
り
７
日
分
の
備
蓄
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
避
難
所

に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確
保
・

管
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
内
閣

府
＜
防
災
担
当
＞
令
和
４
年

４
月
改
定
）
で
は
、
１
日
あ

た
り
１
人
の
排
泄
回
数
は
５

回
が
平
均
的
だ
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
個
人
差
が
あ
り
、

５
〜
７
回
程
度
と
考
え
て
い

い
か
も
し
ま
せ
ん
。

　

発
災
当
初
の
断
水
時
に

は
、
携
帯
ト
イ
レ
が
使
用
さ

れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
備

蓄
目
標
数
と
し
て
、
ま
ず
、

１
日
あ
た
り
に
必
要
な
携
帯

ト
イ
レ
の
便
袋
数
と
人
数
を

か
け
ま
す
。
仮
に
、
１
日
７

回
の
排
泄
が
あ
り
、
１
０
０

人
と
す
れ
ば
、
１
日
７
０
０

袋
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
７

日
分
備
蓄
を
想
定
し
て
、
４

９
０
０
袋
が
備
蓄
の
目
標
数

に
な
り
ま
す
。
能
登
半
島
地

震
被
災
地
で
は
支
援
物
資
の

運
搬
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
備
蓄
を
多
め

に
考
え
て
も
い
い
で
し
ょ

う
。

断
水
時
を
想
定
、携
帯
ト
イ
レ
多
め
の
備
蓄
を

第
14
回 

避
難
所
・
避
難
生
活
と
防
災
ト
イ
レ
①

オフィス環監未来塾 代表

中臣 昌広


